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設置補助金の増額を

増額を含め検討する

太
陽
光
発
電

問　
町
で
は
住
宅
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
と
上
限

７
万
５
千
円
の
補
助
金
が
出

る
。
中
部
電
力
で
10
年
前
は

電
気
の
買
取
り
42
円
／

kWh
で

あ
っ
た
が
、
今
で
は
買
取
り

値
段
が
下
が
っ
て
し
ま
い
、

17
円
／

kWh
に
な
っ
て
い
る
。

　

他
市
町
村
で
も
上
田
市

７
万
８
千
円
、
青
木
村
10
万

円
、長
和
町
15
万
円
、小
川
村

20
万
円
、
飯
綱
町
25
万
円
の

補
助
金
が
出
て
い
る
。
坂
城

町
も
倍
の
15
万
円
に
す
べ
き

だ
。

企
画
政
策
課
長　

太
陽
光
発

電
設
備
補
助
金
の
増
額
を
含

め
、
最
も
効
果
的
な
方
策
を

研
究
・
検
討
し
て
い
く
。

旧
久
保
家
住
宅
に
つ
い
て

問　

令
和
３
年
２
月
に
久

保
家
よ
り
御
寄
附
い
た
だ

い
た
。
江
戸
時
代
火
災
に
遭

い
、
松
代
の
真
田
の
殿
様
よ

り「
松
代
藩
の
御
山
の
木
を

好
き
な
だ
け
切
っ
て
家
を
建

て
ろ
」と
云
わ
れ
た
話
も
伝

わ
っ
て
い
る
。
歴
史
的
な
建

物
で
あ
り
、
県
宝
に
申
請
す

べ
き
で
あ
る
。

町
長　

町
文
化
財
保
護
審
議

会
も「
貴
重
な
文
化
財
建
造

物
で
あ
り
保
存
活
用
が
望
ま

し
い
」と
言
っ
て
い
る
。び
ん

ぐ
し
の
里
公
園
な
ど
周
辺
施

設
を
含
め
た
一
体
的
な
利
活

用
を
、
関
係
機
関
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

　

県
宝
へ
の
文
化
財
指
定
に

つ
い
て
は
、
県
等
関
係
機
関

と
協
議
を
進
め
ら
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

廃棄物
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
待
は

循
環
型
社
会
の
推
進
に
寄
与

問　
葛
尾
組
合
焼
却
施
設
は

42
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た

が
、
解
体
時
期
と
費
用
は
。

　

ま
た
、
後
利
用
に
坂
城
・

千
曲
の
２
市
町
で
建
設
の
新

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
構
想

が
あ
る
が
状
況
を
問
う
。

　

本
稼
働
が
始
ま
っ
た「
ち

く
ま
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
」の
運
営
状
況
と
期
待

す
る
こ
と
は
。

町
長　

解
体
時
期
は
令
和
６

年
度
、
費
用
は
概
ね
10
億
円

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

新
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

は
、
長
野
広
域
連
合
計
画
に

位
置
づ
け
、７
～
８
年
度
の

建
設
を
計
画
し
て
い
る
。

　
「
ち
く
ま
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」は
、公
設
民

営
の
事
業
手
法
で
運
営
・
維

持
管
理
を
行
う
特
別
目
的
会

社「
ち
く
ま
環
境
サ
ー
ビ
ス

㈱
」に
よ
り
、
24
時
間
、
20
年

間
の
焼
却
・
運
営
業
務
を
行

う
。

　

循
環
型
社
会
の
推
進
に
寄

与
す
る
施
設
と
し
て
の
役
割

を
期
待
す
る
。

農
業
振
興

問　

町
の「
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
」
と「
農
業
再
生
協
議

会
」は
、い
ず
れ
も
町
の
農
業

行
政
を
推
進
す
る
組
織
で
あ

り
一
本
化
の
考
え
は
。

　

ま
た
、食
の
安
全
、有
機
農

法
の
考
え
は
。

商
工
農
林
課
長　

一
本
化

は
、
他
市
町
村
の
状
況
を
確

認
し
て
検
討
し
た
い
。
有
機

農
法
は
簡
単
で
は
な
い
の

で
、
今
後
の
技
術
発
展
と
普

及
に
期
待
す
る
。

本稼働した「ちくま環境エネルギーセンター」

旧久保家住宅

中嶋　登……議員
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